
謎解きその１解説 謎解きその２解説 ①ロク・four・九・じゅーいち　これを数字に置き換えます。６・４・９・１１

②ひと・蛸（たこ）・蜂（はち）・蟷螂（かまきり）・蜘蛛（くも）それぞれの

これは月を表す古代文字です。 足の数に置き換えます。２・８・６・６・８

③黄緑の図形は日本のある都道府県を表しています。これは三重県です。

とし＝年となります。月と年の答えよりこれは、年月を表すこと ①と②の置き換えた数字を足すと３０となります。

がわかると思います。 ③は三重県を三重（さんじゅう）→３０となります。

答えは３０

サッカーボールから連想される数字を 謎解きその３，謎解きその４の答えから石碑が設置された年が東郷中学校

考えます。サッカーは11名でプレーします。 が開校されて３０周年を迎えていたことがわかると思います。

なので答えは１１

謎解きその４解説

時間を表す分のことです。分は１分から６０分まであります。 ・左の式を見ると３桁の数字を足すと、答えは３桁同じポケモン

１年から６０年のどれかになります。謎解きその３，謎解きその４ ボール、つまり同じ数字がならぶことがわかる。

の答えから校訓の石碑であることがわかります。石碑の設置された ・注目すべきは10の位の計算式

年月は昭和６０年１１月となりますので答えは６０となります。 バレーボール＋バレーボール＝ポケモンボール

2×バレーボール＝ポケモンボール

分が数字を表すので１９令和や平成などの年号を表すのでは ・どの数字に2を掛けても偶数となります。

と推測します。アルファベットのAから数えて１９番目はS ポケモンボールは偶数であるといえます。

となります。 ・１の位の計算式をみます

バッケットーボール＋サッカーボール＝ポケモンボール

謎解きその３ バッスケットボール＋バッケットボール＝サッカーボール

・上の式を置き換えると

バッケットーボール＋バッケットボール＋バッケットボール＝ポケモンボール

3×バッケットボール＝ポケモンボール

ボケモンボールは０から９の数字なので、バッケットボールを3倍して10以上にならない数字が候補

・当てはまるのは１，２，３となります。ポケモンボールは偶数です。

つまり3倍して偶数になるのは２しかありません。よってバッケットボールは２であることがわかります。

①ソスウヲノコセ（素数を残せ）となります。

１と自分自身の数でしか割り切れない数を求めます。13と19となります。 ポケモンボールは６

②コウカ（硬貨）となります。硬貨となるのは５円(5)のみです。 バッケットボールの2倍がサッカーボールなのでサッカーボールは４となります。

③C（４）、蜂（８）、急（９）、位置ガニ（１がふたつ１１） バレーボールを2倍するとポケモンボールとなります。なのでバーレボールは３です。

④コトシ（２０２０年の２０となります。） よって６４２３となり、こうくん（校訓）となります。

⑤ワレル（サン　案℃　go）３と５で割り切れる。

残った数字を拾い出すと 謎解きその１（S６０年11月）、謎解きその２（３０周年）、謎解きその３（石碑）、謎解きその４（校訓）

19,20,4 or 15,?,5,13,11 or 15,?,?,13,5,?,20（？のところは5つの数字より選択） この４つのキーワードから導き出されるキーワードは学校の正門横に設置してある石碑に東郷中学校の校訓

アルファベットへ変換(a=1,b=2,・・・z=26) である真実であることがわかると思います。よって最後の謎解きの問題は真実となります。

s,t,d or o,?,e,m,k or o,?,?,mとなり考えられる英単語stonemounment(石碑となる）

19 

分 

とし 


